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パフォーマンスサービスレベルの管理

パフォーマンスサービスレベルを使用すると、ワークロードに対してパフォーマンスと
ストレージの目標を定義できます。ワークロードの作成時または編集時に、パフォーマ
ンスサービスレベルをワークロードに割り当てることができます。

ストレージリソースは、サービスレベル目標（ SLO ）に基づいて管理および監視されます。SLOは、パフォ
ーマンスと容量に基づくサービスレベルアグリーメントによって定義されます。Unified Managerでは、SLO

と言った場合、ネットアップストレージで実行されているアプリケーションのパフォーマンスサービスレベル
の定義を意味します。ストレージサービスの内容は、基盤となるリソースのパフォーマンスと利用率に基づい
て決定されます。パフォーマンスサービスレベルは、ストレージサービス目標の概要 です。ストレージプロ
バイダは、パフォーマンスサービスレベルを使用してワークロードに対して目標とするパフォーマンスと容量
を指定できます。

Unified Managerには、「最高レベルのパフォーマンス」、「パフォーマンス」、「バリュー」という複数の
パフォーマンスサービスレベルが事前に定義（組み込まれて）あります。「最高レベルのパフォーマン
ス」、「パフォーマンス」、「バリュー」の各パフォーマンスサービスレベルは、データセンターの一般的な
ストレージワークロードのほとんどに当てはまります。Unified Managerには、データベースアプリケーショ
ンのパフォーマンスサービスレベルとして、「データベースログ用の最高レベル」、「データベース共有デー
タ用の最高レベル」、「データベースデータ用の最高レベル」の3つのレベルもあります。これらは、バース
トIOPSをサポートする非常にハイパフォーマンスなパフォーマンスサービスレベルであり、スループットの
要求が最も厳しいデータベースアプリケーションに適しています。事前定義されたパフォーマンスサービスレ
ベルが要件を満たさない場合は、事前定義されたパフォーマンスサービスレベルの定義に基づいて新しいパフ
ォーマンスサービスレベルを作成できます。

パフォーマンスサービスレベルには、ポリシー*>*パフォーマンスサービスレベル*ページからアクセスした
り、ストレージプロバイダAPIを使用したりできます。ストレージワークロードを個別に管理する必要がない
ため、パフォーマンスサービスレベルを割り当ててストレージワークロードを管理すると便利です。変更につ
いても、個別に管理するのではなく、別のパフォーマンスサービスレベルを再割り当てして管理することがで
きます。

システム定義のパフォーマンスサービスレベル、またはワークロードに現在割り当てられているパフォーマン
スサービスレベルは変更できません。ワークロードに割り当てられているPSL、または他に使用可能なパフォ
ーマンスサービスレベルがないPSLは削除できません。

パフォーマンスサービスレベルページには使用可能なパフォーマンスサービスレベルポリシーが表示され、そ
れらを追加、編集、削除することができます。このページには、次の情報が表示されます。

フィールド 説明

名前 パフォーマンスサービスレベルの名前。

を入力します システム定義のポリシーかユーザ定義のポリシー
か。

想定 IOPS LUN またはファイル共有でアプリケーションが実行
すると想定される最小 IOPS 。想定 IOPS は、ストレ
ージオブジェクトの割り当てサイズに基づいて、割
り当てられる最小想定 IOPS を指定します。
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フィールド 説明

最大 IOPS LUN またはファイル共有でアプリケーションが実行
できる最大 IOPS 。ピーク IOPS は、ストレージオブ
ジェクトの割り当てサイズまたは使用済みサイズに
基づいて、割り当て可能な最大 IOPS を指定します。

ピーク IOPS は割り当てポリシーを基準にして算出さ
れます。割り当てポリシーは、 allocated-space また
は used-space のいずれかです。割り当てポリシーが
allocated-space の場合は、ストレージオブジェクト
のサイズに基づいてピーク IOPS が計算されます。割
り当てポリシーが used-space の場合は、 Storage

Efficiency 機能の効果を考慮し、ストレージオブジェ
クトに格納されているデータの量に基づいてピーク
IOPS が計算されます。デフォルトでは、割り当てポ
リシーは used-space に設定されています。

絶対最小 IOPS 絶対最小IOPSは、想定IOPSがこの値より低い場合に
使用されます。有効な値は400~1000です。絶対最
小IOPSの範囲は、次のように計算されます。

最小値は1000 /想定レイテンシです

システム定義のパフォーマンスサービスレベルのデ
フォルト値は、次のように計算されます。

• 最高レベルのパフォーマンス：想定 IOPS ≧
6144/TB の場合、絶対最小 IOPS=1000

• パフォーマンス： 6144/TB > 想定 IOPS ≧
2048/TB の場合、絶対最小 IOPS=500

• バリュー： 2048/TB > 想定 IOPS ≧ 128/TB の場
合、絶対最小 IOPS=75

システム定義のデータベースのパフォーマンスサー
ビスレベルのデフォルト値は、次のように計算され
ます。

• データベースログの最高レベル：想定 IOPS ≧
22528 の場合、絶対最小 IOPS =4000

• データベース共有データの最大 IOPS ：想定
IOPS ≧ 16384 の場合、絶対最小 IOPS=2000

• データベースデータの最高レベル：想定 IOPS ≧
12288 の場合、絶対最小 IOPS=2000

想定レイテンシ 処理あたりのミリ秒（ ms/op ）で表したストレージ
IOPS の想定レイテンシ。

容量 クラスタ内の使用可能容量と使用済み容量の合計。
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フィールド 説明

ワークロード パフォーマンスサービスレベルが割り当てられてい
るストレージワークロードの数。

ワークロードが過去1時間の想定レイテンシ値を30%超えた場合、Unified Managerは次のいずれかのイベント
を生成して、潜在的なパフォーマンス問題 をユーザに通知します。「パフォーマンス・サービス・レベル・
ポリシーで定義されたワークロードのボリューム・レイテンシしきい値を超過」または「パフォーマンス・サ
ービス・レベル・ポリシーで定義されたワークロードのLUNレイテンシしきい値を超過」

次の表に、システム定義のパフォーマンスサービスレベルに関する情報を示します。

パフォーマンス
サービスレベル

概要とユースケ
ース

想定レイテンシ
（ミリ秒 /

処理）

最大 IOPS 想定 IOPS 絶対最小 IOPS

卓越したパフォ
ーマンス

非常に高いスル
ープットを非常
に低いレイテン
シで実現します

レイテンシの影
響を受けやすい
アプリケーショ
ンに最適です

1. 12288 6144 1000

パフォーマンス 高いスループッ
トを低いレイテ
ンシで実現

データベースや
仮想アプリケー
ションに最適で
す

2. 4096 2048 500ドル

価値 高いストレージ
容量を適度なレ
イテンシで実現
します

E メール、 Web

コンテンツ、フ
ァイル共有、バ
ックアップター
ゲットなどの大
容量アプリケー
ションに最適で
す

17 512 128 七五
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パフォーマンス
サービスレベル

概要とユースケ
ース

想定レイテンシ
（ミリ秒 /

処理）

最大 IOPS 想定 IOPS 絶対最小 IOPS

データベースロ
グの「最高レベ
ル」

最小のレイテン
シで最大スルー
プットを実現

データベースロ
グをサポートす
るデータベース
アプリケーショ
ンに最適です。
データベースロ
グは非常にバー
スト性が高く、
常にロギングが
必要であるた
め、この PSL は
最高のスループ
ットを提供しま
す。

1. 45056 22528 4 、 000

データベース共
有データ用の
Extreme

非常に高いスル
ープットを最小
のレイテンシで
実現

共通のデータス
トアに格納され
ていて、データ
ベース間で共有
されているデー
タベースアプリ
ケーションデー
タに最適です。

1. 32768 16384 2000年

データベースデ
ータ用の
Extreme

高いスループッ
トを最小のレイ
テンシで実現

データベーステ
ーブル情報やメ
タデータなどの
データベースア
プリケーション
データに最適で
す。

1. 24576 12288 2000年
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カスタムのパフォーマンスサービスレベルを作成する際のガイ
ドライン

既存のパフォーマンスサービスレベルがストレージワークロードのサービスレベル目標（SLO）の要件を満た
していない場合は、カスタムのパフォーマンスサービスレベルを作成できます。ただし、システム定義のパフ
ォーマンスサービスレベルをストレージワークロードに使用し、必要な場合にのみカスタムのパフォーマンス
サービスレベルを作成することを推奨します。

パフォーマンスサービスレベルの作成と編集

システム定義のパフォーマンスサービスレベルがワークロードの要件に合わない場合
は、ワークロードに最適化された独自のパフォーマンスサービスレベルを作成できま
す。

作業を開始する前に

• アプリケーション管理者のロールが必要です。

• パフォーマンスサービスレベル名は一意である必要があります。また、次のリザーブキーワードは使用で
きません。

Prime、 Extreme、 Performance、 Value、 Unassigned、 Learning、 Idle、 Default`および

`None。

このタスクについて

カスタムのパフォーマンスサービスレベルを作成および編集するには、パフォーマンスサービスレベルページ
で、ストレージにアクセスするアプリケーションに必要なサービスレベル目標を定義します。

ワークロードに現在割り当てられているパフォーマンスサービスレベルは変更できません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインの * Settings * で、 * Policies * > * Performance Service Levels * を選択しま
す。

2. パフォーマンスサービスレベル * ページで、新しいパフォーマンスサービスレベルを作成するか既存のパ
フォーマンスサービスレベルを編集するかに応じて、該当するボタンをクリックします。

目的 実行する手順

新しいパフォーマンスサービスレベルを作成します [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

既存のパフォーマンスサービスレベルを編集します 既存のパフォーマンスサービスレベルを選択し、 *

編集 * をクリックします。

パフォーマンスサービスレベルを追加または編集するためのページが表示されます。
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3. パフォーマンスの目標を指定してパフォーマンスサービスレベルをカスタマイズし、 * Submit * をクリッ
クしてパフォーマンスサービスレベルを保存します。

完了後

新規または変更したパフォーマンスサービスレベルをワークロード（ LUN 、 NFS ファイル共有、 CIFS 共有
）に適用できるのは、ワークロードページから、または新しいワークロードをプロビジョニングするときで
す。
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